
12 月 19 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：主桁下面・側面、間詰め床版

有限会社吉川土木コンサ
ルタント

4.8

対象構造物の概要

風速 2.6 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目

試験日 令和4年 天候 晴れ 

技術番号 BR020031

技術名
橋梁の3Dモデル構築と点群計測処理による変状⼨法の
算出技術

開発者名

気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

計測精度

剥離、変形

全体一般図

対象：ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝＴ桁橋

ＰＣ単純ﾌﾟﾚﾃﾝ床版橋

写真-1 全体写真

写真-2 主桁（T桁橋） 写真-3 主桁（床版橋）



※計測対象部材：主桁側面・下面（写真-9：①TG4,②TG3）（写真-10：③TG4-5、④HG2）

試験方法（手順） 技術番号 BR020031

① PCﾌﾟﾚﾝﾃT桁橋（側面）の剥離・鉄筋露出（写真-4）

② PCﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋（間詰め床版部）の剥離・鉄筋露出（写真-5）

③ PCﾌﾟﾚﾃﾝT桁橋（下面）、PCプレテン床版橋（下面）の剥離・鉄筋露出（写真-6）

④ 計測機器（測量機）の設置・計測状況：計測機器でPC桁の剥離・鉄筋露出を計測する。（写真-7，8）

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

⑤ 後日、計測結果から真値と比較する。

開発者による計測機器の設置状況

写真-4 写真-5 写真-6

写真-9

①

②
③

④

写真-7 写真-8

写真-10



　（１）真値

①160×60mm

②160×50mm

③150×50mm

④160×60mm

※真値はコンベックスによる寸法計測である。

計測結果の比較 技術番号 BR020031



①TG４

長さ：149.800mm

幅：51.574mm

②TG３

長さ：151.972mm

幅：59.269mm

計測結果の比較 技術番号 BR020031

　(2)計測結果

（図中に記載の長さの単位はmm）

（図中に記載の長さの単位はmm）



③TG4-5

長さ：139.555mm

幅：49.952mm

④HG2

長さ：151.076mm

幅：55.192mm

計測結果の比較 技術番号 BR020031

（図中に記載の長さの単位はmm）

（図中に記載の長さの単位はmm）



（３）計測結果の比較

長さ（平均154mm）の計測精度：8.3mm

誤差：5.4％（＝8.3/154）

幅（平均55mm）の計測精度：4.7mm

誤差：8.5％（＝4.7/55）

BR020031計測結果の比較 技術番号

計測精度= 𝑥𝑥1−𝑎𝑎 2+⋯+ 𝑥𝑥𝑛𝑛−𝑎𝑎 2

𝑛𝑛



12 月 19 日 ℃

対象径間：第2径間 計測対象部材：A2ラーメン式橋台竪壁前面

有限会社吉川土木コンサ
ルタント

技術番号 BR020031

技術名
橋梁の3Dモデル構築と点群計測処理による変状⼨法の
算出技術

開発者名

風速 2.6 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

試験日 令和4年 天候 晴れ 気温 4.8

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

色識別性能

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形

対象構造物の概要

全体一般図

写真-1 全体写真



試験方法（手順） 技術番号 BR020031

① 機器（測量機、三脚）の搬入（写真-2）

② 機器（測量機）の搬入（写真-3：Trimble SX10）

③ 計測機器（測量機）の設置・計測状況：カラーチャートＫ１、Ｋ２を撮影する。（写真-4，5）

④ 計測機器（測量機）の設置・計測状況：カラーチャートＫ１、Ｋ２を撮影する。（写真-6，7）

⑤ 後日、撮影画像からマーカーの座標値、カラーチャートのRGB値を求める。

開発者による計測機器の設置状況

写真-2 写真-3

写真-4 写真-5

写真-6 写真-7



※色識別性能

配置はＡ2橋台（ｋ1、K2）（写真-9，10）の2箇所

市販の24色のカラーチャート（写真-8）を使用する。
RGB値はカラーチャートの販売業者提供しているRGB値を真値とする。

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020031

A
B
C
D

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

R値 G値 Ｂ値
A-1 43 41 43
A-2 80 80 78
A-3 122 118 116
A-4 161 157 154
A-5 202 198 195
A-6 249 242 238
B-1 25 55 135
B-2 57 146 64
B-3 186 26 51
B-4 245 205 0
B-5 192 75 145
B-6 0 127 159
C-1 238 158 25
C-2 157 188 54
C-3 83 58 106
C-4 195 79 95
C-5 58 88 159
C-6 222 118 32
D-1 112 76 60
D-2 197 145 125
D-3 87 120 155
D-4 82 106 60
D-5 126 125 174
D-6 98 187 166

真　　値

写真-8

写真-9 □：ｋ1

写真-10 □：ｋ2



※色識別性能（カラーチャートＫ１）

　■カメラ名称：　Trimble SX10
　
  　■被写体距離：　-　 m　　■照度：　2.09～10.9 ｋＬux　　■風速：　0.0～3.1　 m/s
　
　　■気温：　4.6　 ℃
　
　　■焦点距離：　－  mm　　■シャッター速度：　　　1/1876　 秒
 
　　■絞り：  －　　　　■ISO値：　100
 
　　■オートフォーカス 　   ■画像Pixel数： 2592×1944　　 ■ 画像解像度： －

計測結果の比較 技術番号 BR020031

A
B
C
D

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ｋ1：開発者撮影

（オルソ加工前）

立会者撮影

ｋ1：計測比較

ｋ1：開発者撮影

（オルソ加工後）



　■カメラ名称：　Trimble SX10
　
  　■被写体距離：　-　 m　　■照度：　2.09～10.9 ｋＬux　　■風速：　0.0～3.1　 m/s
　
　　■気温：　4.6　 ℃
　
　　■焦点距離：　－  mm　　■シャッター速度：　　　1/1876　 秒
 
　　■絞り：  －　　　　■ISO値：　100
 
　　■オートフォーカス 　   ■画像Pixel数： 2592×1944　　 ■ 画像解像度： －

計測結果の比較 技術番号 BR020031

※色識別性能（カラーチャートＫ2）

A
B
C

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

ｋ2：開発者撮影

（オルソ加工前）

立会者撮影

ｋ2：計測比較

ｋ2：開発者撮影

（オルソ加工後）



12 月 19 日 ℃

・Ａ2橋台竪壁前面にマーカを3箇所設置する。（写真-1）

・Ｐ1の座標（0，0を基準（原点）とし、Ｐ3を既知点としＰ2の座標（ｘ、ｙ）及びＰ1－Ｐ2間の距離を計測する。

有限会社吉川土木コンサ
ルタント

4.8

技術番号 BR020031

技術名
橋梁の3Dモデル構築と点群計測処理による変状⼨法の
算出技術

開発者名

対象構造物の概要

風速 2.6 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形

試験日 令和4年 天候 晴れ 気温

試験区分 標準試験

試験で確認する
カタログ項目

長さ計測精度
位置精度

※検証試験体

Ｐ3（既知）

Ｐ2（X、Y）

Ｐ1 （0、0）

マーカー座標
写真-1



試験方法（手順） 技術番号 BR020031

① 機器（測量機、三脚）の搬入（写真-2）

② 機器（測量機）の搬入（写真-3：Trimble SX10）

③ 計測機器（測量機）の設置・計測状況：マーカ－（P1、P2、P3）を撮影する。（写真-4，5）

④ 後日、撮影画像からオルソ画像からマーカーの座標値を求める。

⑤ また、マーカーの座標値から長さ（P1－P2間）を求める。

開発者による計測機器の設置状況

写真-2 写真-3

写真-4 写真-5

写真-6 写真-7



※長さ計測精度/位置精度

比較対象を得るため、
立会者による計測機器の設置状況

技術番号 BR020031

立会者によりＰ1（0，0）を基準点とし、Ｐ2、Ｐ3をトータルステーションにて測量した座標値を真値とする。



　■カメラ名称：　Trimble SX10
　
  　■被写体距離：　-　 m　　■照度：　2.09～10.9 ｋＬux　　■風速：　0.0～3.1　 m/s
　
　　■気温：　4.6　 ℃
　
　　■焦点距離：　－  mm　　■シャッター速度：　　　1/240　 秒
 
　　■絞り：  －　　　　■ISO値：　118
 
　　■オートフォーカス 　   ■画像Pixel数： 2592×1944　　 ■ 画像解像度： －

計測結果の比較 技術番号 BR020031

※長さ計測精度/位置精度

写真-8 オルソ画像



12 月 19 日 ℃

試験区分 現場試験

試験で確認する
カタログ項目

動作確認

対象構造物の概要

風速 2.6 m/s

試験場所 福島ロボットテストフィールド

カタログ分類 非破壊検査技術 カタログ 検出項目 剥離、変形・欠損

試験日 令和4年 天候 晴れ 気温

有限会社吉川土木コンサ
ルタント

4.8

技術番号 BR020031

技術名
橋梁の3Dモデル構築と点群計測処理による変状⼨法の
算出技術

開発者名

全体一般図

写真-1 全体写真

写真-2 主桁と床版下面

対象径間：第２径間

（支間長14.15m）

PC単純プレテン床版橋PC単純プレテンT桁橋

計測対象部材：

主桁下面・側面、床版下面



⑤ さらに、3Dモデルで剥離・鉄筋露出を確認してその寸法を計測する。

開発者による計測機器の設置状況

② 計測位置（機器設置位置）の位置決め（死角を少なくするよう計4箇所設定）（写真-4）

③  計測状況（主桁下面・側面、床版下面を計測）（写真-5，6）

④ 後日、計測結果から3Dモデル（点群＋写真テクスチャマッピング）を作成する。（図-1）

試験方法（手順） 技術番号 BR020031

① 計測機器（地上設置型3Dレーザースキャナ＋写真同時撮影）（写真-3）

写真-3 写真-4

写真-5 写真-6



②　計測結果

※計測結果

①　3Dモデル

計測結果の比較 技術番号 BR020031

図-1 3Dモデル

点群データ（高さで色分け表示） オルソ（写真テクスチャマッピング）

（図中に記載の長さの単位はmm）



計測結果の比較 技術番号 BR020031

（図中に記載の長さの単位はmm）

（図中に記載の長さの単位はmm）



計測結果の比較 技術番号 BR020031

（図中に記載の長さの単位はmm）
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